
Title てん菜における発育遺伝学的研究 : Ⅱ.　葉の大きさおよび形の変異とそれらの相互間の関係

Author(s) 島本, 義也; SHIMAMOTO, Yoshiya; 細川, 定治 他

Citation 北海道大学農学部邦文紀要, 7(2), 191-200

Issue Date 1970

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/11793

Type departmental bulletin paper

File Information 7(2)_p191-200.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



てん楽にふ、ける発育遺伝学的研究

11. Ifの大きさおよび JI予の変 !A~. とそれらの相互間の関係

島本義也・細川定治

(北海道大学技学問l工去作物学教室)

Developmental genetic studies on Beta vulg，ω-is L. 

11. Variabilities in size and shape of leaves and their relationships 

Y oshiya SHIMAMOTO and Sadaji HOSOKA W A 

(Laboratory of Inclustrial Crops， Faculty of Agriculture， 
Hokkaiclo University， Sapporo， Japan) 

Receivecl July 23， 1969 

緒
昌企

画幅

1"祭に利)りされてきている。

~，'j~!~~の LI 的 l土，てん菜における紫の大きさと)仰ニ関

民ii f'J qめニ tò' 、て I ， .J 化{{WIY として，r('~さであることは以 「る!辻(1せな形態形'{({の遺伝変異~遺伝パラメーターで表

うまでもなL、。従って， !tの機能としてのI"J化fiU)f二つ 脱することによって切らかにし，それらの生育時期によ

L、ては綿々の('1物で多くの(i)[-'先がなされてきている。ま る変化，あるいは，栄位による差異な I~j らかにする事で

た、.!l~を生，I(の LI 的とするタバコのような ('1 物では， ~~ ある。さらに， if(、~:~ Y.~fこする itの間の関係，，1kひに，

J)以ldaおよびその他の立(に|却するはl下0Jlmについて縦川 村正J¥多目のう 1fl1!jJtJJIHJの関係，およひ， JWf'WtJの関係全

jll(i'f:(j'Jな研究が多くなされてきている。しかL， ~'Sそ j山ム(ドj，あるいは環境的に日同らべることであり，二れら

，;)ものをせ JiJのH的と Lなし、('1'物においては，立さに|対す 合法礎tこして， J応部掠行の発育|関係全考Zをする己ことで

る係々のik的IWf'tの研究はあまりなされてきてL、ない。 ある。

;1i"1， ('1物の同化効本と悶述して中昭 (planttype)の

最安門が11.ι識3れるに寸1って，焔をはじめとする多くの
n物で能川器'(fのほ的1!Yf'tのjfi:(ム(I'.)(i)[-'先が始められて
ぎた。

~U;W:.Jii が 1 11'ドJであるてん菜において， ARTSCHWA-

GER2) は栄 jf~掠'!'r ~ど，r!制Hにぷ述しているが，それは主に

I!ti~;ì こ l;l~ られ， ~3;'~i~'ニ|対してはみられtn、。葉市に関す

る耐f究l:t， 11((4勾ゴ'.:B¥I''f.(I'Jt，( ii.¥l/ij)ゐら(Jfl僚.lfWj3J， J壬よ

ひ()fIU事4)，5) ^，Ç~~こよってな 3 れて L 、る泊、， :Ib'内J{グ'etとLて

とI)j，泣かわれてい江L、o il¥UI等11)l:t， ・it，Tiとit数が似

:~:'[:.I本と j邑1ぷ的i ニ l:t:'v、関j主門会J\ っていること金制祭

L. I仰h同除以削Aι川¥，リ，1悶l

.事iドL片をωJ述主へている O
主fニ，てん来t二IゴL、ては，その生Ji{のU的とするもの

よ地ト ;;i~の似である fこめラ 't1î i品科で(I，~íノドの t.'í'i'tを似(お

もこ[則j主させて側主をするためには地1--./¥1:，すなわち葉の形

態が品約の4'1¥11のJ日行:と Lて，ji;裂である L，LltL ば'j~
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謝辞-;，1，;耐をやーするに際して有益な均三と批判をいた

だいた北海道大学助教綬ì[\IRJI~弥博 i二に謝意を表する。

材料と方法

本実験iこ{戸、ぷされた川純(父は系統)は， 1'. K. (っき

3っぶ)， K. W. S-E， K. W. S-E-S， H-401 (;，j，;育 401

¥j')， DOlトC(Dobrovicka C)， S-26の 6ar¥種である。

liijの 1仏純一は似'H¥-IJ.で， 1受の :1品符1は糖分f¥lJ.のilfl組て、あ

る。 JI<:I1i'i'，斤;度は理主中1，¥60 cmX 株ll~ :IOcmで， 4IilJ[j似の

'J~験である。 4)J 281lfこ焔級 L，tft行法によりI1巴培管理

~âí t:c ったの

，JM1l'hi.ムl工，刊 行liijJ日1(7 JJ 15， [(i 11)， '1: 1î 'I'J~1 (8 JJ 

22， 23 11)，ノl背後ItJI(9 J J 19， 20 11)の:，時)¥)]に九プロ y

トで 10(肉体ιJ，'~ff.ーに{jI、試し作fi，'di1:から段新IR熟柴Re・

cently maturecl leaf)の紋大なものと，その立をから上位

の集合 4枚， ，;¥ 51うとについて，葉身長， !l~llIM，葉柄長お
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資料悠理にあたって， イmの己 I~~;:'ì，北海道大学討持

センターの H1PAC103を使用した。

北海道大学設学問¥):1¥文紀要

よび栄町l指数(~'S身長/築制)について il\lJ'ぷした。，JMfi し

た従のlfl立が上位のものから1， Il， 1Il， 1V， .vと Lた。
従って，発生11阪では， Vの葉が先である。
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結 果

1i葉部形質の変異

iJt.式されたlllI係wニついて，JMJ!fしたがi~~を，それぞれllh

待日I\，生育 II~f¥tI1甘IJおよび栄位7)11に]'S-4'tとは Fig.l(A) iこ，

~~11JM( 工 Fig.1 (B)，二， !í~fi可 l三 l 土 Fig.l (C);ニ， U;指数は

ドig.l(D)，こ1)、した。これらの伏lにノl、された九 I，l，i，'土 4))[ 

何，各プロット 10例休で;i140fl川本の、ILl勾([1'[である。

~~身長は 7 ) Jの白てにおいて1f立たであり‘ 8 )Jと9)Jの

~，ではその大き 5iこ|均して切j らかたたはAられ tないか、

H-40l合除いて， 9 Jlの~.~身長が 8 )]の応身長上り大き

L 、傾向がヱえられる。~.~似i土!l~身長と 1 ，1j十五 iこ， 7)]で恥

たとなる ο 7 )Jの葉市品は， 8 Jlと 9)] の ~'SIIJ/JÎのれJ ~怖の

大きさである。 !tfi町長 l土，!f身長 W.LJ、 i 二日~llli， i とは逆iニ，

7 月が ~:[.i く， 8)jと9)jの}jがl主い。 また， S ~6， H←401 

よ7Jlにt;，、て， (血品怖とよヒ，¥(交して， 15iこた1J，、。T.K

ii. 8月と 9)j において他の，'，，'t Ni より引に ~'S附長がH:い。

1'.述の !fの大き ~~Kb-nき身長， ~'SIIJI ， itゴよひ禁制l三で

生育時mllnJの主異を総体的にみるならば， 'Uliiijltl1 (7 
Jl)と生ll't'WJ神 )1)および後WJ(9 )J)の~~，.t， 1リlら

かiこ異なっている。葉形指数は， 7) j において大きい荒

川(まと小さい。すなわち，ノ!=.nIIIiltlJではド位恥こなる

，二従って，相対的に幅広い!1';'合引っている。 8)1と9)1 

Jl%では，そのような関係はみられない。 I!:.育H寺 jrlJl:~の

関係は，生育後1¥J!になるに従って，相対的に細長い骨;と

ふcる傾向をぶす。 S~6 と H-401 は， 8)Jと9)Jにおい

ては(白川:将:にくらべて， より訓1I1h、立ちをj.¥っていること

が顕ぷーであるが 7刀では切らかではない。

!f部)移民に彬手'~íする符i々の要因効果生検〉とするために

行なった分散分析のが1リミi.t， Table 1 iこぶした。 ~'S身長，

~'~'IJi ，i ，来十l'iJミおよひな士J[';指数の全ての Iwnで， llJI締 1 1\1.

'1 i'iII !j ltIJII\]J-òよひ ~'SLi.I::Jの効況はL 、「れも統バ(J')にイi 必、

である。!日1や，nと!t卜止の11Ilif'IJ1Ji工!.fIf';'指数でのヱパI必;で
ある。川H(とノト.fin!jjり!および ~'S(伝と '!=.ttn!jjり!の H J:!I:('I')十i

は，全てのIWt'iでイj立である。 2次のHlhfJJ刊は¥， ，-j"れ

の I[グnでも 11:{~'，でな L、。作々 の唆一同士J)米によるう)-1¥'x:li見分

をHi'2Ltニキ，';'~~;;'o:' Ta ble ~ iニ1)、した。

Table ~，こ tò\' 、て， (%)の側の数字i主、全(牛の分散i二

対する f守分散!反分の，Jjめる'，iil]合を11ij};;がでよわ Lたもの

である。 Ir-Ynことに安一同州Jれの大きさを杉Z;dすると， :!fo 
身長1.t'1ミ1f/l'jltJlに上る点。!./.':が大きく，全体の分散の約

50%. ~占めている。次に大きい効取を引っている要l刈

は，丘S(立11¥1の分散で， ，Hd:ITiによる分散がその次に大きいの

この主要問のjUJ反対1)~~による分散成分の合計は，全休の

う)'-I~次の 80%')1いこなり，れIA('Otlの分Wx:はよl'¥i主的小ざいo

~'SIIJ /JÎ I 工ノ IC. 1fn !jjりlの去、JJ ~~による分散が全体の 75% であり，

!fALiニよるう}li1は約 127もで， lllI聞によるう}1放は Ui5壬と

(l-\:.い。ニの 3 つの主張問の jl'(j必 ~1)以の分 1\1'土全{小の分散

の 90夕、弱含占めている。 さらに依似の1i自主として， 升t

i'ill!j)日!と栄位のHllLI'l肘による分散成分が， 7.5%と他

の1[;<l'lに比較して大きい出分を，Ljめている。

~~fi"iJ之は~~日立lIiJの分散成分が全{小の 5H 9手企占めてい

る。生i'f/l守JtJlによる分散成分は 19%で， 到S-l社長や!t幅

と比絞して路¥fiiニ低い。相 11:fF )刊のうrl¥".oJ¥t"ケは全体の
5% 以下で，その効日:は少ないと忠われる。 ~'SM指数は，

生ffllを1VJによる分散成分が 61%で，業身長や!l':脳とi口j

係iニ，もっとも大きい出分合占めている。次に大きL、効

県を引っている要l刈として，川的の対j史 (14.2%)， ，)史び

Table 1. Analysis of variance f()r blade length， blade width， 

petiole length and leaf shape 

Blade Blade Petiole Leafshape 
Source d.f length width length (xI00) 

mean squares 

Variety (V) J 戸 104.97本* ~1.59 キ木 106.~0** 196.70キ*

Season (S) 】，) 1042.03** 1758.02** 5~l.69* 水 134:3.80キ*

Leaf (L) 4 :l:l6.70** 197.47** 910.77** 17.95ネ*

Replication 3 ~:3.16*本 17.44材木 19.38** 9.9り**

VxS 10 15.~6本木 :-)，07*本 17.06水* 45.76水木

VxL 20 58 20 ~.()7 2.72** 

SxL 8 10.69** 日5.10** 5.18水* 8.58** 

VxSxL 40 ')') .10 84 .~1 

Error ~67 l.7() ‘58 ~.~4 1.44 

**; signi五cantat the 1 % Jevel. 



194 北海道大学技学部JI¥文紀要 第7:(j; 第:2-f} 

Table 2. Variance components of various source and their proportions 

Blade length Blade width Petiole length Leaf Shape 

(%.) (%) (%) Ix100) (%) 

げ 1.4952 8.52 .:008fi 1.60 1.4857 fi.90 2.494:0 14.24 

げ 8.4820 48.:1日 14.:1:¥70 74.54 4.1807 19.41 10.7575 61.40 

σt 4.5279 25.80 2.2552 11.72 12.5776 58.40 .1124 .64 

σ主 .2:178 1.:16 .1873 .97 1905 .88 0947 .54 

(j~， s 6749 :1.85 .1244 65 741:) :1.44 2.2160 12.65 

σるYL 1067 。61

σLL 巳1722 2.12 1.4:181 7.48 1226 .57 2975 1.70 

σ生 1.7594 10.0:3 58:1fi :I.m 2.2‘190 10.40 1.440:3 8.22 

(]~: Variance component due to varieties. 

σ~: Variance component due to differences amon耳目rO¥Vlil話 stages.

σL: Variance component due to differences among the recently matured leaves 

σh: Variance component due to rep 

σ~v: Variance component due to interaction between varieties and seasons 

，市 Variancecomponent due 10 interaction between var削 iesand leaves. 

(]~L: Variance component due to interaction between seasons ancl leaves. 

υEリ Errorvariance 

に"1I
1
，H(とノI育o~j Jり!の 111 !I:i'ド J tJの '~'iJ~~ (12.7%1による分散

成分があげられる。~'3の大きさを }<h-l'lìíj!!liの 11 手 '[~t とく

らべて京佐Ij~の分散成分がJIゾn~ ，二小さいこと， ，Hlf~lの 1(1

J必~1J ~~および lllI純とつ官11 ~j JtJIの RI互('1 片]の兵力;.t~による分

散1成分が大ぎいニとが葉I[;j行数において1J.11史的である。

2) 各形質の遺伝変異

~H立を異にする 5 枚の 11見:(!\ ~~について守育 ll-~j J¥)]日IJに泣

1ぷ変異の大きさ合1<わすパラメーターとして遺(ム力(聞

を〆jとめた。 JHA1!il、は分散分析よりi1'tLムー分11ik'f， l と J~~~足

分1¥1.((]~) ¥e;Jとめ， σ 'f， !(σ3十 σ~I の式で Hí';こした。品'i~~1 主

Table:o ，二 IJ~ し fニ

Table :3の以下側 Ipool)の行は，業(，i:を異にする 5枚

の従の、fL均Ili'(について;Jとめた(W(である。

~'S身長では， 8)J の法(ムー力のÍl1'îが以 r'，~:j で， 7)J /J;' 1 '1::]， 

9 )Jか故(tcである。業阿の 7)Jの挺ではJ立(ム))が零iこ近

く， このll~f 卯!の集中iμ))fHム(r'J'8! INのぐ之内UJは弱L 、。 浜市川

の 8)jと9)Jのj立(ぷ))はjhi二6070liiil乏で，これらのll'j

則の|日1に廷はみられない。民側長は， .1j"2身長と同様に，

8 )1がA立大のj宣伝))の11([をノjミしている。 7)jと9)J のr:~

では鼠7i:/cノ千がf工いが， 8)Jにくらべて低いニとは|リjら

かである O

虫色!防指数のj立μ;))1工， 8)Jに紋Itちになり， 7)Jと9)J 

は， 8)Jと比較して低いが， 70%以!二のlヒ較的自jl.、1[I[全

ぶしている。，J'''j1f.した4J[-mの|付ではこの!fJfJ指数の遺

伝))のIl1'[が最大であった。

j~(;Lを異にする 5 枚の作業の j立(ぶ j) で J4刻されたj宣伝

変異の大きさをみると，業身長と ~VI1Mでは，との 't ï'í ll'i

191でも ~~('f Il1Jでたは大きくないが， ~~(立 I から ~'H立 V 、こ

/なるに従って大きくなる傾I(日、ある。 !fll~lおこおL 、ても

¥i'J様に， 日て(ウ I から~.~(守 V に tr. るに従って大きくなる

が，村に， 7)jと9)jにおいてその傾向が顕符である。

また， 7)Jと9)Jにおける H立然は，遺[ム力の1[1'[が零iこ

近い。 uヨ指数に|児しては~(立による遺伝力の1[1'(の先

の傾 I~付、制祭されない。

3) 葉位間，生育時期間および形質問の相関々係

九 1[-;質で異なった~(すIf\1の相関々係を生IJるために，分

散分析および共分散分析より Hr，~ぶした遺伝分散と環境分

散， および，遺伝共分散と環境共分散を用いて遺伝相関

と111涜相Ilflをぷめた。その結束は Table4に示Lた。

Table 4 iこ生育時期日IjおよびJfYft'JJIj;こ7j;された待相関

友におし、て.X.J)内線上の虫側を境にして， IA'-分は遺伝

1111具j をノj~ L. Fγぅ'1' 1 主 f~lJ克1IWiJを /l~ している。 Table4

の1111刻係数の([1(を Z変険L，1111*Jをとった2つの則立

が Iと II，IIと III，IIIと IV，IVとVの場合では

0， 1と III， IIと IV，IIIとVのi必合では 1，1とIV，

IIとVの助合では2，1とVの場合では 3として， 0， 1. 

2， Jの1¥背中及で Z([1'(の、F均を11¥し， さらにその Z(同Hl

関係数に変換 L て|呈hJ~ L たのがFig.2である。(11L，相

関係数の仰が1.000以とになると Z変換するよとが不可

能であるので， 1.000以上の相関係数の([1'1:は全て 0.999と

して ZIli'(を;Jとめた。また， Table 4および Fig.2で竺闘

になっているところは，遺伝分散が零になるのでj宣伝相
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Table 3. Means， genetic variances， environmental variances and 

heritability values of some characters in the五verecently 

matured leaves at the three growing stages 

Early Middle Late 

Mean げ σj Mean げ fY? F 孔r[ean σ3 σワF 

Blade length 

I非 18.7 1.15 1.79 :192 15.0 l.82 1.99 477 15.6 .54 l.:l7 281 

H 21.2 l.81 l.58 534 16.5 :3.02 1.44 Jヲ77 17.1 .7:1 1.49 :¥28 

ll[ 2:3.:¥ 2.18 l.91 5:¥:1 17.4 :¥.58 1.88 655 18.2 75 1.52 。:¥:¥1

lV 24.7 1.99 2.50 .44:1 18.:¥ :3.44 1.99 6:14 19.2 .85 1.9:1 :106 

V 26.1 2.07 2.18 487 19.5 :1.59 1.65 .686 20.4 1.07 1.79 ー:175

pool 22.8 1.80 1.81 499 17.:1 2.98 1.47 670 18.1 78 1.54 :¥:¥7 

Blade width 

I 1l.:l .96 7.8 .4:3 ー37 5:¥:¥ 7.:1 .29 .26 525 

JI 1:-¥.7 .74 8.6 ー55 .46 .541 8.0 .:¥9 :n .554 
11[ 15.7 .04 68 050 9.2 .58 45 ー56:1 8.4 45 .24 647 

lV 17.4 .08 .9:1 .082 9.8 74 52 587 9.0 49 :l6 .577 

V 19.0 .11 1.02 100 10.5 .86 .44 .1う63 9.6 61 :¥6 .1ヲ27

pool 15.4 .72 9.2 1)2 .40 605 8.4 44 29 .600 

Petiole length 

[ 10.6 .09 1.8:1 048 14.0 2.4:1 1.97 。552 l:l.1 ー】》】リ 2.28 。088

E 13.:l ー5:-1 1.81 .228 l仕6 2.59 1.49 .6:15 16.1 .61 2.82 177 

JI[ 15.“ 1.51 2.:¥2 .395 18.9 4.:32 1.59 .731 19.0 ーli4 4.:32 .1:¥0 

lV 17.4 1.46 1.99 42:1 21.:3 4.76 2.07 .1ヲ97 21.5 1.51) 2.79 :159 

V 18.:1 1.59 2.02 441 22.8 5.51 1.7:3 761 2:¥.0 2.77 1.9:¥ 589 

pool 15.0 99 1.58 ー:185 18.7 :1.1):1 1.46 ー712 18.5 1.05 2.42 :104 

Blade Shape 

I 1.67 1.08 6:1 。632 1.95 “25 1.00 .862 2.17 7.81 :1.57 686 
1[ 1.56 74 58 .561 1.92 6.15 。79 881) 2.17 8.40 2.28 .787 

1lf 1.49 .84 リ】ワ】 793 1.90 5.11 .9:1 .846 2.18 7.:1:¥ 2.50 746 

lV 1.42 .56 .27 .675 1.89 4.86 .91i .8亀15 2.17 6.87 :U)4 li9:3 

V 1.:l8 ー:¥8 28 57“ 1.87 4.:3:1 86 .8:14 2.15 6.87 2.65 .722 
pool 1.50 .70 .28 718 1.91 5.‘l:l .78 872 2.17 7.47 2.57 .744 

事; I-younger leaf， V-older leaf 

[羽をHf忘することができなかった。 Fig.2)。 このことは， 8)Jに Iゴげる栄附長ごとっ之内己 Lてい

則立IltJの遺伝村!閑をみると， .'Hけ去の 8)Jと9)]では るj立Iム1'i''1機h¥'i:主， 作業(立の日正の~~fI)H凸ニ )1，;副1''1 i 二十jò))c 、て

'よ全なtlll児をぶしているが， 7)~ では，葉{立が異tr. る iこ L 、る遺伝的要!刈の(也に， 作々の!f(，jの!tのn司長にtlr'fl"
従ってj立Iム十11関が低くなる傾向が{'，:.Fみられる。うどMJ行 的i二(動く遺伝的'i'Lk¥があると考えら.hる。

政および業111品においては， 1守生育|時期lで異なる九三位間の Ji1JiHli 1 ¥!Jで主主(立HiJのIy，J係金なると，全ての生1f1侍}りlの

遺伝ttll掲は， ¥， 、ずれも完全なlu'I(1.000)をぷしている。 全てのJf;質で， !ti主が異なるにiえって十I1関係数の([1'[が{J.¥:.

すなわち噌 95位合異にする 5 枚の業は，共通のj立1ぶ(ドjl~ くなる。仰に 7)Jにおける熊悩， 日(附j主およびVl;指数

内 iこよって交配されており ， !)~i立を異にすることじよる において，そ;hがMJi ;v，'に Jと j オ1ている。このことは叶 Y!~

遺伝的分化がJ存在しないことをボしている。~.~附長で ltJli与されるニとであるが， )['1:的にとなりあわせている

::1.，ノ1，育中期 (8)1)で，~'O{主が異なるに{えって i釦ム HII1kJ 蜘こ対する f~ll民委閃は共通的であり， ]とつニの1I1i!i立が， よ

係数の([1'[が{J.¥:.くなっていく傾向が顕符である (Table2， り貝::lt.. る九.~~ニ対する jIi与~Jt耳凶は共通I'i'J な I:m ，;)が， より少
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ふくなってし}くことをぶしている。 に特異的iこ{tUoするものと十li返される。

次iこ， ~'Sf:，人生 ~I~にする 5 枚の冒とーの、VJ勾向。(l;: J fJい， 村正

)¥;れのノleTi!tJlIl \J の H\WJ 々係お上L)リI:ffll~i'Iり14fj51包iニ入れ

たM口
uニ。
i(';J.:t J心こついて， '1 ，ffll !fltJlI 1りの泣い村IIYM"，λると， 7 
JJと8)j， [-;1ひ， 8)]と9Ji の II\Jで 11比'll'~ (j'Ji'，':j ， 'jiJl!foJ 

WJ係';e;J;L.， 7)Jと9)JのIlijではft¥:い。すJなわち，ノl::1f

Il !iltllカヴI~/( るに従って， )l;j!立の J立ù.; (j(J 交配の ì'~~分が少な

くなるものと山、われる O

~S 11;指数で;主， 8JJと9)Jの11¥]1二，，::j，、j宣伝j¥I¥Y.cJ々 係が

λられるが， 7 )]と 8)J，および， 7 ) Jと9)]の!日lではj送

fム(j'-Jにほとんど1'1¥1刻々係が人られない。すなわち， 7)j 

の抗11手指数と， 8)] お上ひ、 9)jの守、I[手指数と合 :JL配して

L 、る i立(ょ;的 ~tlkj( 工，ノUîlìíj\日!とその伎の 'l:fill!i!tJIの作々

年三相司i三は 8)iと9)]の/l目で〉じ全な!!'Hム今村11立i々 C系企/J;L 

ている。 7)Jと8J1，ーおよひ 7)jと9)jとの間でもよt'll士

山J，'::j，、j立伝H¥IYd係数のill[1;: /J、している。

~'S中lziiニ?孔、ては， 8)jと9))の11司のj立kHWJIは完全で

あった。7)jの応f!I!，{iこおいては宣伝分散在推'ぷするこ

とがでぎ江かったので 7)]の察側と他の)jの業中id，L長い

l土司九'Lfi:i!iIPlの(也の)f;質とのけ¥iの遺伝1'1¥関係数を祁定

することができなかった。

次iこ'LfWi'Im)]I] ，こ J\'YL~tll刊の関係をしらべると， 7 Jlに

おげる~.~身長と ~~Jr~指数の 11~，こは完全なi宣伝;j:jj l立J 々係が

存在 L，8)Jと9)jにおL、ても， 1，IJ)Wf'fll目にはj'，';j，、正の

jî'ifÄj.\\1刻々係をボしている。 ~~II同と立を形J行犯(1 工法{ム的に

.í'lO)jUI刻々[系にある。 i.t身長と ~III[，\の j宣伝的関係は 8 )j 

ではほとんと λられなL、が， 9)Jにおいては， Iリlらかな

Table 4. Genetic and environmental relations among the di妊erentposition 
。frecently matured leaves at each growing stage 

Early 

1: 11 ]f[ JV V T TI J1[ 1v V 

T 1.u:l 1.01 .98 .95 

l[ .87 .99 .97 .96 

J1[ .8:1 .92 1.00 .99 

1v .81 .92 .97 1.00 

V .78 .88 .95 .97 

I 

I[ I .89 

III .76 .88 

JV I .58 .70 .85 

V 1.46 .55 .81 .91 

I 

I[ ; .87 

III ・69

1v .75 

91 

82 

1.01 1.05 

.92 1.0:¥ 

V .35 .62 .76 .89 

1 1.02 1.0:-¥ 1.04 1.02 

l1 .82 1.00 1.0:3 .98 

1lI目79 .88 1.01 .97 

W 1 .49 .71 .79 .98 

V .37 .52 .6fi .95 

Middle 

T ]1 111 fV V 

Blade length 

1.06 .98 1.04 1.02 

65 .9:¥ .99 .98 

fi:l .97 .93 .92 

.57 .94 .98 1.00 

.58 .93 .95 .97 
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Blade shape 

1.00 1.00 1.00 1.01 

.99 1.00 1.01 

.89 1.00 1.01 

.78 .98 1.01 

.72 .82 .90 

Note; upper half: genetic correlation coe伍clents.

lower half: environmental correlation coe伍cients.

Late 

1.0:¥ 1.01 1m  1.05 

94 1.02 UJl 1.02 

.95 .94 .99 .88 

.90 .94 .98 1.02 

82 .86 .9:-¥ .% 

.8:l 

.86 

78 

.92 

.84 90 1.04 

.02 .74 .72 .89 

1.01 1.01 1.01 1.∞ 

88 1.00 1.01 1.00 

89.96 1.併) 1.00 

83 .95 .96 1.00 

81 .95 .95 .97 
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Mutual relationship among clifferent leaf positions. 

Solid line: (;enetic correlation 

Broken line: Environmental correlation. 

3 2 。

.4 

rG rE 

Blacle shape 

孔1[ L 

(3enetic ancl environmental correlation coefficients 

Petiolc length 

E 孔1[ L 

Blade width 

M L 

Table 5. 

Blacle length 

孔f

.041 

.c)l4 .361 

.746 -.:!15 -.l:n 

一.166 .440 -.017 -.:!49 

4:!9 .:!:!1 .:196 .426 

-.091 -.:o53 -.174 .114 

:!03 ー .3~ò9 ー .384 .300 

068 .146 ー .168 -.:!64 

400 .297 .268 -.30:1 

.096 .517 .285 .045 

*; Genetic correlation coe伍cients.

体;Environmental correlation coe/TIcients. 

t; E， M and L were early， miclclle ancl late growing sta伊 s，respectively 
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れのJ立(ぷ+II WJ 々係~('ノ); LてL、る。また， 9 Jl，二おけるうL

」ノりとと ~Sh\íJと、 Iゴよび， 従Illi，\と ~'cfl人JJくの|主Ii，f;はJ立[ム[ドjに

[1:の1111YJ々 係がムとめられる。さらに， 7 Jlの栄身長は，

8 JJの佐川， 8)川Jtおfよび 9J 川iのt従'Sfi州人竹lυIたとと lリ正|正'0の)i':山日μL、J冶立山1μLム、H州i 

lい閃;央均!つJ々f係主系、4企プJ

I片とのj大4;ぎ雪Lい、江従Lイ企どもつているものが' その伎のノI:ffにおい

て Jf中M~士大きくし， 丸、、 ft\jJζ~lζ く寸ーる。 7 JJ，こおtナる

うt附j乏のiれ、ものはその{乏のノド.ffにr，'，、て司九:S-M']<，ニ比

較 L て ~S中 I.\ U)!ム;ぃJf;の ~~iこなる。 8 JJ に付げる ~'SlîJ.j t~

i 二 fゴ L 、ては，そのような I)~J旬、はんられない。 7 ) liこおけ

る然柄長と 9JJ ，二凶十る ~'SJ.:rH:，その逆の 7)Jの挺身長

と9JJ の ~'S附 Jとの I:\ji二 l 主， ;Wム[ドJi二'ifil渓な十111河々 1系が制

官をされる。主た， 7 JJ の ~'S刷出主生fi とともに業身長と

1111YJ々 {系企IJrriくしていくのに対 L，!l'Sllli，¥とは+111刻々係が

江くなってLぺ。~.~納長とうt身長のj立[ム的ながi ひっき

は，生ff[iii !lJJでは L:;<sのよう M二人られなL、が， 'l'.tiiを!切

において[1:の十111月々係~ノ);す。

IIYt't!ffJj打開てど照民的に l久ると -'JEの傾向はほとんと縦

1でされなL、が，虫、J身長と集中"'との関係の場合，いずれの

!Ufll~f JtJ jに [òl 、ても [1 の十111刻々係を/)、 L ，そのfli'j が']:.ff 

nii!lJ1ではI:'，j，、が， 'J:.'fiヵ、j住むi二iえって{氏くなっていく。

このことは司 'I:.ff11Ii \9 1における J~'1!1~必J民iJ 、 !t身長と来Illb~

に対 L て[，ij'f'tの効~~を判っているが，ノ10tH愛知lには'Þ'/ft

の必~ ~~ <どニの[，I，jIWlTにおよ{主 Lていることを 1)、してい

るo 'I. ï' fll~j 11) 1I :\Jの J~1成 HlIY，Jはいずれも 1l\:.く， 7Jj， 8Jl 

?ゴよひ 9)Jの :¥Vl階の'I'.Tlllii!91は， 11 ラ't'tにお上 i ますJ~1民

'8'[刈として全く lU、に í~t，'/である。

考察

院の大きさを表わす~~身長 !f師お上び~~附i之の 3 陥

の Ifmの変異に'お「与する 'tj凶は，品fmの効リL，生ffll~iJ甘l

kこよる効県および宋(立による士1J県で，この :lつの'tl!l刈の

[1'1収効果は，全体の 85%[iiil乏を占めており，その'1'でも

~'jに七ffll~i' \91 と業[ウによる ，j'h~ミが非常に大きい。また

これらの主要内の附の村jl{j'l)甘はほとんとみられなL、。

このことカ‘ら， htの大きさは，それ~~配 Lている要内

の出肢の i、iJ~~で大少しきめられ，相互1'1')日のような複雑な

'皮肉の1)!，]J，i(1比較的少ないものと忠われる。業形指数に

れいては， ，日，f.ltとf色合III~i lt! l とのfl]l正íYI日の効~~が 12.7%

であるので ~'Sの大きさを交配している系より複雑であ

る。 L、すれの!杉'l'lにおいても，生育lI~fJ切による士1Jリミが:rF

要な要凶であり， 1 i iJ 11 ~Í'に栄の大きさでは， ht伎によるがJ

~~が， !tl[手指数では， Ih'lt~tおよひill1 千百i と生育l時間!との十11

lL 1'F)刊の対~~~も取委j な必凶であるニとが存~~TJ6ûされる。

そニでそt:-ffll~i J切による栄の大きさ，あるいは，集1¥;1行

l1J.の1;;JI~を Fig.1 でh..るとリ]らかである。ニの/，i，に[Y;J

して， ilトIj全3)は， 11文の耳(の、|λ均li!iWが'1:.Tl'j'Jむ1(本'j~

!.~!の lì ÍiJt)!ìと '1'.背後!り1 (本実験の 'I'Wll の I:~で異なってい

るがi沢を初出 L ている。 tfSの大きさおよび 1[;がλUîll~iltJI

によって民なることはlりlらかであるが，この!日，1刈は，そ

れらの焦がた'Jγ<j-るときの J~1成条1'1 か司日比いはてん菜そ

れJ'I-M'がf!Jっている発ノlの川iiJf;による栄の大きさあるい

は11:;の分化とち一えられる。本実験のあ日米カ当ら， .1:述のfli

i討~ ~土杉1;;.1 するニとは|封切tである。

II.ffll~j ltlll:口の遺伝川河ヵ、ら人ると':iSI[手指数において

は， 'l:ffIÎÍiWI とその伎の生育日~j lt1lとで関係がなく，ノ七71

'l'l:tl と 'L:. Tf l乏 ltJlとは j立(.L;H! 1月が r'，~î く， Fig.l(D)にノj;され

る午.ffll'jJtllによる業!杉指数のう}{ヒとは隊111を!呉に Lてい

る。このことは， '1". 1fIl:i'1Q III 司の j立(~n'JIy，lí，f;、も考階、に人れ

なければならないニとイピボl唆している。立主身長において

も，その十均長の生行1I:i'ltHによる分化と!tlfム十IJ聞からλ

られる保育1ド'j !t!II:~の遺(ム的分化と必らずしも一致しな

L 、。さらに， 'L:育11~j Jt) 11:円の環境相|渇から考えると，との

Jfmにおいても交配Lている環境対J来は':t:.i守11¥1切によっ
て異なっている。 しかし立伝的にはリii;'1のように，そ

の発生lililが1¥¥J:ti!で， 1カ月利度のlt::j，r，H&"で先生した号、の

11¥1て、は共通なj宣伝的安一凶によって支配されており 2ヵ

月以|二へだたって発生した葉のIHJでは交配している遺伝

的要内を異にしている。

佐々の正l:.tWjJtJJで，栄位1:司の変異含みると.~~の大き

さは町立が下位になるに従って直線的に大きくなって

いるニとはiリlらかである (Fig.1 (A)， (B)， (C))D !宣伝相関

で定位間の関係をみると， 'Etp.i長の生育'j')切においての

みlリlらかな分化がλられた。すなわち，生育Iド19jの立号制

長を交配しているj宣伝内子11，?千葉{立に特異的にHVJく袋

内と共通的にj1!JJ く!~悶があり，業{立が異なるに従って特

異的にj1!)J く要l尽によって交配されるi')i~';}が多くなると考

えられる。同様のことがタバコ植物において山本9)に

よってW11fされている。すなわち，タパコt!ri.物において
呉なる着生位i泣の~~の間のj宣伝m閑を行1，';乏した結果，葉

{立が異なるに従ってRi闘が低くなっていくことから，共

通的iニ交配しているj宣伝的要問の効!ど;が減少していくと

高山"命している。

次にff';質問の相-1i.関係について考宮をすると，葉身長と

業I~[，\の 1:司の関係は， '1".育{愛知lにおいて!l!i伝的にii.の相関

関係を示 L，ニれらの葉身長と ~'S幅の五lti:}iが菜:杯]長と jE

の相|刻々係を刀、している。このことは，葉柄長を交配L

ている泣伝的要問が段初jに決定され，この葉柄長がx身
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J) )C打の)，~fi建物'nとなり司 !t'~身長と能川の'ÍCTiiこ利Jf]さ

れる。その際.この)，~I性物質を"I，j If;伐のt:~で {，t ， 、あって

iUi Lているニと合d、1J3I:Lている。 この)，~fi従物'f'tが，

RENDEL7)の Make，川)¥:8)の Potency，ADAMS1)の

InputにあたるものとJE、われ， このiめ介l工， iflY'il之がそ

れに近いものと!芯われる。この I~J係が'\:1'T，iij!tJ1および'1'
I~Iではムられないことは，これらのj\ ljJ日 1; ニ I礼、ては'L Ti

川慌なため!t身長と栄111，，¥のw礎物自カh允7ょにあるため，
|山l乃の間で1f:i.、合いが起らないことがIlIWIと!LLわれる。

主 fこ、 '\Jflìíi \\l lの業附長は，その i~の'\:， Ti\\~i'Illlにおける

や杉指数とれの tノヒ全な遺伝十lil刻々係を'j;L， 'L行i変則の

艇身長と li正のはH系を 71~ している。 ~~ft'ii 工 ['ÎJ 化版物，栄

lf物'i'fおよびノ，](の J喧t各として In~lt な ilii'ITであること liェl

うまでもなく， さらに，来身を交えるl肋きをJJっている

こと合f:;!包に人れると，てん菜のittiJ，j(iJ也上i'ii;の'11格的

，~C a):rrであるとともに， (他也の2掠詰，口の:註辻的発f汗fiじ二i屯m'要夏fなJ::I以閃共刻l 
係，右をけJ持与つているものと!忠ど

i逃送釘1伝ム力(怖1z2引)でJ夫Jわされたj遺丘凶1伝云変!呉呉の十H相|日Hι対、t的な大きさの

拡引('!iにこよる占芝~5異毛引iは主 ， ~'~lY'j長において制祭されたが， 他の

!杉れでは一石の傾I(引土λられなかった。 しかし，生行j¥!j

ITIによってはゆlら力、なぷがあり，どの形'ftも't1'T'¥'1切に

遺伝))のj[I'(が1tl大vこなる。すなわち，九々のIfY)氏合交配

Lているllifぷ{内政一凶が生育'1i)tJIに1[%も効史的に働くこと

を，(5:1床してし、る。 ULRICHI2)は，ある1"，'度の栄iftとillIU1t

k与えると栄長生長をいつまでもあ'じけるニと全被告 Lて

いるようじ，イ主ti¥l'jJ明をlU¥'liiこ)見'人記するニとは凶燥であ

るが盛常のU!tJlにおけるt¥);，，;条1'1ドで，生fi'!'WLす

なわち8)j'1' 台J 生，\，心にその!Ìíj後の\1 ~fmlが， ;)'Si'mの1[;態

JWI'tの，'，!， H\fl'~l;íIJ\二の，JM1iにi@ しているものと)目、われる。

これに対して，社H(O)ifHム))1土'¥ef:f初JWHニhえ大で， '~~í守

がi住むに従ってそのjfi'(は低く仕るニとが山本・剤1111110)に

よって0fii'i'~れている。十HiFi:の/主ï'T'j' J切における j立(~;I)

のがII工業((1lJ[Yftのそれらとほほ[r:iJ紅皮であるが，その他

の生育i時期では恨iJlのjgiムゾJの万が r~Ofl い。十民 (;1) と主:~;'~ì;の

遺伝的関係については，今後，杉~Ii 、I を要する。

HJf'先i土，各W~休について蚊新成立J\iîS 5 枚の A'~を凋 ft

x-t匁と Lて形態IfYI'Jの変異の解析をぷh..tこが， ニの 5枚

の従の IHlには，~の IJX:jI\度合に|主l して， *，¥，に企育liiiJtJJに

hl 、てそのy12がたきいことはj立(五))が1L'~いことからも考

えられるが， )f:'引ドj，こ近J去しているニの 5枚の立たは例付、

l付で比4納'jIJxjl¥度が-iEしている柴と!芯われる L，まfたこ

栄F民主ピ刊F刊生l七，1長えitl則0引iとしての{令仰l時中iド¥1長主カが三終りつつある集であると!忠古

JれlるO 従つて， lI'~(mに|渇する形態Jf.mの訓üを行なった

本実験でのW，þ\~~は適当と忠、われるが， 'Hf，iijJmにおけ

る柴山1\' とトj":d'~の ~'~li句 iミ iこ付いてなおI::J:W泊、伐る。 LtJ通

L， さらに，1，'，、主(ト位然)ではれ日夕七あるL、は~'Í，a ):lj! (I'j なH!

fJJjで，J，'，jfU，t匁ftとして」也、!うでないL， また， さらにj'，い

~'~ (1作舵)では住民!止が大きいので』制作する II'iltJJや燃

本にする ~'Sìこよって iTJが大きいので J司 fd~ と L て泊、'~で

なL、であろう。

要 約

(1) てん来i二 hける MI)ÞJ~'どについて ， V:rのたきさと

主主Ifμ)i立(ム11'Þ~.， tすよび， 1¥1fLli¥1のi宣伝的関係全， 来(占-

.wひMこ，ノド.1'fj¥'jWlをJすりょにいれてしらべるのがH的で
ある。 'j~!\ý) は()，'II' ， H\ をf!U，\L， 'Uf ，iijJWJ (7 Jl)， 'l'ItJI (品

川)および筏!日1(9)J)の:lド'1， if~身長，浜市川， 区制jミに

ついて， 九 WHノドで以新IJJi: /!\~~di;いはそれに近，'T，:，、5枚

の民生，JIDftした。

(2) 蚊新成熟耳(の日く身の大きさは， 'Uill~fll)Jによって

!f!判長は栄作によって， )XS形指数(長111，，¥比)はノu守¥1年1lI1

Mこよって全体の変民の半分以上を占めている。

(:-l) ~'S(立による逃1ム))の変化は，佐官 lìíi191の焦がH引こ

れ「みられるが， ・般に， ?竹ei守n~i'ltJIではみられない。

生f{II!i'J切によるi:l!(A))の変化では，ノ[=.T:J"j'j(JlVこ，いずれ

の11m も遺伝))が~l も I':;jc 、。然!杉J日放のj立伝 ))Ii ， !tの

大きさととぷわす)1ヲ民にくらへて r~ ，!Jい。

(4) ~'二位 litlの j宣伝相聞は，生訂'I'WIの if附}<:で，発'[ー

の111M立がJI:Js:るに従って{氏くなることを除L、て，いずれ

も完全な村1閃々係をぶす。待)移民におけるノ七育期間の遺

伝1'[1聞は，民身iとでは，生TflIIiJtJlとIj'ltJj， 'l'ltJlと後期の

問{系が， Jiiilり!と後WIのlif]係に比して刈い。 日~I例行数で

i主，ノLfi!iiJ1PIと'!'Wl， ， ìíiWl と i~ltllの j立1ム;jll 11]はjllc、が，

'I'JtJIとi愛JtJlのl:tJでli，目j，、。

(5) ~!:.ti ，ìíi Itllの丸i~lì'iJ支は，その後の史身長の生ー有と j匙

(ム的に術肢な関係-:.:}，¥っている。'[=.背後!日lにおける葉身

長と ~~llli，\はれの遺伝十111主J-:':/j; L，この"ldM'L"tは良一納長と

11宇の泣(E、HJI立J-:':7j;L， !f.l，1の発育は ~'~ff)，U去に依存してい

ることが考えられた。

(例G向)1:)述l主Eの'1れト叶H杯刷A司lカか通ら， 白応恥;S;')i叩(i
'1:.'育訂'1ド'1卯0別l初泊ミj泊症白i、叶5であること泊が通考考，す主祭;完雪されたO

引用文献

1) ADAMS， M. W ， 1967. Basis of yield component 

compensation in crop plants with special refer-

ence to五eldbean， I'haseolus "1'ulgaris. Crop 

Science 7: 505-511. 

2) ARTSCHWAGER， E， 1926. Anatomy of the veg-



200 北海道大学山学，'iliJli女;紀咲 ::J.¥ 7 :{全 臼(C~ ~; 

etal1ve or日ansof the sugar heet. Jour. A日n

Res. 33・14:H76

:1) fJf I[幻i!;-I!J-山川ふ:PLl((j;J9i汎. ，~It来の科lf!l:.p(1 二 Aえは j­

il，l.l交の:;(;~P~~; 二|引する liJl 'ië ， 011竹，{'Lft\ 二)え i よー~-ilIlt tit 

0) :必予? 口1'1紀 31・2n-:mi
41 J%5 川菜の光合成、ニjYI-j-る!日F'1'e， :x:; ~ fU 

民(，'/~J Ij )じiI'1iX:i'i官)j:にらびに iii.-~'S の :IS YI:. n('1紀 33

4R7-49J 

日 1%5 円11;長の光作成iニIYI寸る liJj冗，;X~ :~ t恨

li'(: i特光{j-J丸 1]1'1紀 33:492-198. 

6) ill; i，I.!;f~桝 19附. とん来l'恨の肥大に|民1-1"る形態学

[ドJliJf'先.北海道大学門学出学(;，;品交;

7) RENDEL司 J 孔1.19Ii:l. Correlation between the 

number of scutellar and abdominal bristle，づ m

nrosuj，!zi!a lIIeZallogas!"r. Genetics 48・:¥9l-10R

R) 洞Jj'{;': . J %付. 込[ム)'1'.ぬとTiH!Jl H，i. 11 Hl'、f:1は近
の 1江Jj;7: :lO-:n. 

9) ，(;;:.1三義也 J%7. ，'::j¥'?:liIi物に t)":-]る'itYf泣伝学的liJf

究北大L!!~~:i~r)紀~ 6: J9:3-2:¥O. 

10) SHJMAMOTO， Y a吋 S.HOSOKAWA. 19β9. C;e-

netic variability of certain characters at the vari-

ous growing sta日es. Jap. .Iour. Brecd. 19: JO() 
105 

11) il'IIII，¥1'rJ、・ぺ戸:.T-'))・制11川正治目的. 二七来の H~

市と判lf:，j'-r)) 11¥1のi'Lu， tl1 IY:I I刈{主 h二IYI-1るi'f(1Tl竿(I'-Jlill
冗 IV選決によるぷ!砂1'[0，変化. fI何学j事liL19 
(日!J1m 1): 18-49 

12) ULRICH， A. 1954. (;τowth and development of 

su伴lr beet plant at two nitro♂en le¥'els in a 

controlled temperature green house. Proc. Amer 

Soc. Sugar Beet Tcch. 8 ・ :t~5 日:18.

five recently matured leaves which ¥¥'cre sampled in 

the sequence of their development in each of the 

early司 micldle 日nd late growi口氏 st乱日e. Results are 

summarized as [ollo¥¥'s 

J) Major portions of total variances of length， 

width and shape (Ien只th'wiclth) of blacle were the 

variationメ amon只只rowingstage. Thc ¥'ariation of 

petiole len只thamon耳目mplesin 閉じh 日n)\'\~lng stage 

comprised the greatest part of its total variance 

2) The hcritability values of pctiole len試thin-

cr白 sedas approached to the maturecl leaf in each 

日rOWln日sta話e. Heritability values of all the observed 

じharacters¥¥'ere highest in the middle gro¥¥'in日stage

The blacle sh乱peshowecl the greater heritability value 

th 日nthe characters representin♂ the blade size. 

:1) The relations between two leaves ¥¥'hich were 

pairecl an 乱IIcombination from five leaves 旧 the

same日r円wingstage were very closely日ndgenetically 

correlatecl， but in petiole length，日eneticcorrelation 

between two leaves developecl at lonば il1tervalin 

middle gro机1l1g sta日esho¥¥'ecl the lo¥¥' value com-

parativel)・ C;eneticrelations in blacl心lengthbetween 

t¥¥"O successive gro¥' . .:in耳 stagewere more closely cor-

related thal1 that between early and late growing 

stage， anc1只eneticrelations in blacle shape arnong the 

grO¥¥"ln只 sta日ewere closely correlatecl to each other. 

4) The petiole length in early growin只stagewas 

formecl to have genetically close relationship to the 

H町、vthof blade length. Although司 inthe late grow-

ing stage. the 日enetic correlation bet¥¥'een blade 

length and wiclth was negative， these both characters 

showecl positively日eneticrelationship to the petiole 

Summary length. From these facts， it could be consiclered 

Some metrical characters of fully grown leaves of that the 記rowth of blade w出 clependent on the 

sugar beet， sl'Ia 'l'lt!garis L.， were investigatecl to petiolc length. 

obtain the informations of their genetic variances 5) Based on the facts described above， the middle 

ancl relationships to each other， taking accounts of growing stage was concludecl to be the most suitable 

the growi口氏 stageancl the sequence of leaf develop- periocl for the measurement of foliar characters from 

ment. Six varieties were usecl ancl measurecl for the view point of studying genetic variability 

blade len日th，blacle width ancl petiole length of the 


